


（様式 7：電子媒体）	

（若手研究者海外挑戦プログラム） 

 

6.研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性（1/2 ページ程度を目安に記入すること）	

	 帰国後も、Oliver Trapp教授と連絡を取り合い、共同研究として本プロジェクトを継続している。
今後はまず、モノマーを用いた不斉反応において、不斉選択性が発現しない理由を追究する。具体

的には、触媒分子の二次元 NMR測定や単結晶 X線解析を行い、触媒の構造を明らかにする。触媒
構造と不斉選択性の関係を明らかにすることは、不斉自己増殖のメカニズムを解明することに直結

しているため、大変興味深い。モノマーの構造を明らかにした後は、サイズ排除クロマトグラフィ

ー（SEC）により、合成したポリマーの分子量や分子量分布を調べる。また、円二色性（CD）スペ
クトル測定からポリマー主鎖のらせん構造を明らかにする。さらに、分子モデリングなどの計算を

用いて、ポリマー上での「不斉認識部位」および「触媒活性部位」の構造を解析し、高分子の側鎖

に導入したことによるモノマー状態との違いについて詳細に検討する。ポリマーの構造を明らかに

した後は、本ポリマーを触媒として用いた不斉反応における反応温度や溶媒などを変化させ、高い

不斉選択性を示す反応最適条件の検討を行う。最終的には、反応時間や触媒充填量を様々に変化さ

せて不斉反応を行い、本ポリマーが不斉増殖挙動を示すかについて検討する。以上のことを明らか

にし、本研究成果を学会等で発表するとともに、学術論文として国際誌に投稿したいと考えている。

また、本共同研究は、私がこれまでに行ってきた研究とも密接に関連しているため、今回の研究で

得られた結果や考察は、今後の研究において大いに活かされると確信している。 
	

	

7.本プログラムに採用されたことで得られたこと（1/2ページ程度を目安に記入すること） 
	 留学するにあたって必要な各種書類の手配や居住物件探しなどの準備に始まり、滞在中に行った

実験、海外での一人暮らしで体験した事など、日々の全てが新鮮かつ刺激的であり、この留学経験

は、生涯忘れる事の出来ない貴重な財産となった。今回の派遣先であるミュンヘン大学の Oliver 
Trapp研究室では、研究室のメンバーは 9時頃に実験を開始し、19時頃に帰宅するというスタイル
であった。また、昼食後と 15時にはほとんどのメンバーがリフレッシュルームに集い、コーヒーブ
レイクをとっていた。緩やかな雰囲気が漂っている一方、休憩時間以外は自分の仕事に非常に集中

しており、メリハリがしっかりしていると感じた。さらに、学生一人ひとりにフード付きのドラフ

ト型実験台が割り当てられており、有機溶媒や実験試薬を使用する際の制限なども多く、化学物質

を扱う際の意識がかなり高いという印象を受けた。また、普段から使用している器具や物質でも、

その研究室オリジナルの扱い方・テクニックなどを体験することができ、とても良い勉強になった。

毎週行われるグループセミナーや成果報告会では、学生が自由に発言できる雰囲気が漂っており、

先生と学生だけでなく学生同士の議論も密であった。このように、研究室のメンバー同士が情報を

共有し、自然に意見をぶつけ合える環境作りは、見習うべき点であると思った。英語でのディスカ

ッションでは伝えたい言葉がすぐに出てこず、悔しい思いをしたこともあったが、自身の英語力が

まだまだ未熟であることに気付く良いきっかけとなった。研究だけでなく、英語学習という観点か

らも大変価値のある滞在であった。 
	 また、ミュンヘンにはコンビニというものが無く、夜 8 時になると全てのスーパーが閉まり、日
曜日には営業していなかった。どこにでもコンビニがあり、24時間営業のスーパーすらある日本か
ら来た私にとってはとても驚きだった。休日は、研究室のメンバーとスポーツをしたりハイキング

に行ったりした。また、ドイツ国内だけでなく、スイスやオーストリア、イタリアなどの国を旅行

した。パスポートと財布だけを持って、気軽に他国に行けることがとても新鮮であったと同時に、

隣り合った国でも特色が大きく異なることに驚かされた。このように研究だけでなく、異文化に触

れ、肌で感じられることも留学の醍醐味であると感じた。以上のように、様々な国や地域に直接赴

き、異文化を肌で感じられたことや、海外の研究スタイルを体感し、テクニックを学べたこと、さ

らに、外国人研究者と友情を育み、多くのことを語り合えた背景には、本プログラムに採用され、

経済的なサポートがあったことの寄与が大きい。また、自分は本プログラムに採用された一人の研

究者であるという自負から、精神的にも自身を鼓舞することができたと感じている。	  
	
	


